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 ＮＳＴが稼動して今年で６年目になりますが、ＮＳＴ介入についてご存知でない方も、まだまだ

いるようです。今回は、依頼から介入までの流れを紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ８月の勉強会の様子 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ８月２６日（水）午後６時～、ＮＳＴ勉強会を開催しました。「経腸栄養剤の種類と栄養」として、

成分栄養剤や消化態栄養剤、半消化態栄養剤の講演と、「エレンタールゼリー」の試食をしました。 
医療センターや周辺施設からの参加もあり、大変盛り上がりました。今後も毎月勉強会を予定していますので、ぜ

ひご参加ください。 

ＮＳＴ通信 

介入パターン① 
主治医からの依頼 

【 介入依頼確認の方法 】いずれかの方法で、ＮＳＴ(栄養給食)に連絡してください！ 
● 「電話」で栄養給食室に連絡（主治医、担当看護師等） 
● 「栄養管理計画書」の「ＮＳＴへの連絡・要」にチェックする 
● 「伝達事項」で栄養給食室に連絡（主治医、担当看護師等） 

介入パターン② 
アルブミン値低値（３．０未満） 
⇒ 主治医に介入を提案 

介入パターン③ 
褥瘡発生（持ち込み）がある場合 
⇒ 主治医に介入を提案 

★ ＮＳＴ回診 ・・・毎週火曜 １５～１６時 ★ 
① 身体計測と患者情報確認 ： 管理栄養士が、回診前に病室訪問します 
② カンファレンス ： ＮＳＴメンバーで患者情報を確認し、栄養管理方法を検討します 
③ 回診 ： ベッドサイドにＮＳＴメンバー（５～１０名）が行きます 

ＮＳＴについての問い合わせ： 
お近くのＮＳＴスタッフか栄養給食室へ（内線１５００） 

主治医、病棟師長に 
回診日を連絡（伝達事項） 

講師：㈱味の素ﾌｧﾙﾏ 結城氏 
実際にゼリーを作っていただきました 


